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令和 6年 3月 1日 

府中市立 

府中第八中学校 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
５
１
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
東
京
都
北
区
の
中

学
校
の
先
生
か
ら
学

校
だ
よ
り
の
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！ 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

‘ 

学びと 
思いやり 

『
プ
エ
ル
ト
リ
コ 

PU
ERTO

 RIC
O
 

の
話
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

国
内
外
の
学
術
、
文
化
、
経
済
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
都
内
の
公
立
学
校
で
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
』

の
育
成
に
向
け
て
工
夫
の
あ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
、
他
の
国
々

の
文
化
や
考
え
方
に
少
し
で
も
興
味
や
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
以
前

訪
れ
た
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

さ
て
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
は
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り
ま
す
か
。
世
界
地
図
を
思
い

浮
か
べ
ま
し
ょ
う
。
北
米
大
陸
の
南
東
に
浮
か
ぶ
島
で
す
。
国
名
で
あ
る
「
プ
エ

ル
ト
リ
コ
」
は
２
つ
の
単
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
プ
・
エ
ル
ト
リ
コ
」、

「
プ
エ
・
ル
ト
リ
コ
」、「
プ
エ
ル
・
ト
リ
コ
」、「
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
」、
「
プ
エ
ル

ト
リ
・
コ
」
の
う
ち
ど
れ
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
。
正
し
く
は
、「
プ
エ
ル
ト
・
リ

コ
」
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
プ
エ
ル
ト
は
「
港
」、
リ
コ
は
「
美
し
い
」
と
か
「
豊

か
な
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
名
の
プ
エ
ル
ト
リ
コ
は
「
美

し
い
港
」、「
豊
か
な
港
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。 

私
が
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
到
着
し
て
ま
ず
感
動
し
た
の
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
美

し
い
景
色
で
し
た
。
そ
の
昔
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
初
め
て
こ
の
島
に
到
着
し
た
と
き

に
発
し
た
言
葉
が
「Q

U
E PU

ERTO
 RIC

O
!!

（
何
て
美
し
い
港
な
ん
だ
！
）」
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
美
し
い
景
色
で
し
た
。 

プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
お
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、
必
ず
尋
ね
ら
れ
る
の
が
、「C

ual 
es m

ejor para usted, ingles o espanol?

（W
hich is better for you, English or Spanish?

）」

で
す
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
尋
ね
て
く
る
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
人
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
住
ん
で

い
た
私
に
と
っ
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
方
が
使
い
や
す
い
の
で
、
買
い
物
の
と
き

に
は
「Hblam

os en espanol.(

ス
ペ
イ
ン
語
で
お
願
い
し
ま
す)

」
と
答
え
て
い
ま
し

た
。
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
人
た
ち
が
ス
ペ
イ
ン
語
と
英
語
の
両
方
の
言
語
を
自
由
に

使
え
る
の
は
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
、
私
に
と
っ
て
ス

ペ
イ
ン
語
の
方
が
使
い
や
す
い
と
言
っ
た
の
に
は
、
も
う
一
つ
理
由
が
あ
り
ま 
   

す
。
文
法
は
ス
ペ
イ
ン
語
よ
り
英
語
の
方
が
簡
単
で
す
。
で
も
、
聞
き
取
り
や
す

さ
、
話
し
や
す
さ
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
語
と
日
本
語
の
発
音
の
共
通

点
は
子
音
と
母
音
の
組
み
合
わ
せ
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
他
に
も
素
敵
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
地
名
が
世
界
中
に
た
く

さ
ん
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
は
、「
良
い
空
気
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。BU

ENO
S

はG
O
O
D

、A
IRES

はA
IR

を
意
味
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ス
ペ
ル
は
、LO

S A
NG

ELES

で
す
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
あ
り
、
英
語
に
す
る
とTHE A

NG
ELS

と
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
地
名
に
は
ス

ペ
イ
ン
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、LA

S 
V
EG

A
S, 

SA
N 

D
IEG

O
, 

SA
N 

FRA
NC

ISC
O

な
ど
な
ど
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
意
味
は
「
天
使 

た
ち
」
で
す
。
何
だ
か
と
て
も
素
敵
な
名
前
だ
と
思
い
ま
せ 

ん
か
。 

い
ろ
い
ろ
な
日
本
の
地
名
、
世
界
の
地
名
の
も
つ
意
味
や 

由
来
を
調
べ
る
と
、
そ
の
土
地
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
な
ど 

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
間 

に
余
裕
が
あ
る
と
き
な
ど
に
、
地
図
帳
を
開
い
て
、
い
ろ
い 

ろ
な
場
所
の
地
名
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ 

う
か
。
き
っ
と
多
く
の
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

プエルトリコの海 

思
春
期
は
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
悩
み
を
も
つ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
悩
み
を

抱
え
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
相
談
で
き
る
相

談
窓
口
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。「
不
安
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
…
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
し
よ
う
」
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ほ
っ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し 

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
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〔敬称略〕 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

★
☆
陸
上
競
技
部
★
☆ 

第
七
十
七
回 

府
中
駅
伝
競
走
大
会 

 

中
学
生
男
子
の
部 

 

第
四
位 

府
中
八
中
陸
上
競
技
部
Ａ 

 

第
六
位 

府
中
八
中
陸
上
部
競
技
Ｂ 

中
学
生
女
子
の
部 

 
第
二
位 

府
中
八
中
陸
上
競
技
部 

区
間
賞 

 

中
学
生
男
子
の
部 

第
二
区 

亀
井 

幸
作 

 
 

中
学
生
女
子
の
部 

第
三
区 

五
十
嵐 

優
朱 

第
四
区 

三
浦 

絢
花 

「
弥
生
（
や
よ
い
）」
…
「
弥
」
に
は
「
い
よ
い
よ
」

「
ま
す
ま
す
」
、「
生
」
に
は
、「
生
い
茂
る
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 
□
■
三
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

一
年
間
を
振
り
返
り 

 
次
年
度
の
目
標
を
じ
っ
く
り 

考
え
よ
う 

学びと 
思いやり 

◇
◆
新
入
生
対
象
説
明
会
で
工
夫
の
あ
る
取
組
を
行
い
ま
し
た
！
◆
◇ 

二
月
九
日
の
金
曜
日
に
、
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と 

な
り
、
中
学
校
区
の
三
校
の
小
学
校
の
六
年
生
の
児
童
の
皆
さ 

ん
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。 

説
明
会
で
は
、
始
め
の
言
葉
、
有
志
と
吹
奏
楽
部
の
生
徒
の 

皆
さ
ん
に
よ
る
校
歌
合
唱
、
部
活
動
紹
介
、
年
間
行
事
予
定
の 

説
明
、
八
中
５
本
の
柱
、
一
日
の
流
れ
、
オ
ア
シ
ス
運
動
、
劇 

「
先
輩
・
後
輩
の
関
わ
り
方
」、
授
業
に
つ
い
て
、
授
業
の
様
子 

・
授
業
時
間
・
持
ち
物
な
ど
、
劇
「
職
員
室
の
入
り
方
」、
委
員 

会
紹
介
、
八
中
の
生
活
・
劇
「
服
装
」、
英
語
「
八
中
は
こ
ん
な 

と
こ
ろ
」、
現
一
年
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
終
わ
り
の
言
葉
な
ど
、 

大
変
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
説
明
会
で
中
学
校
入
学
へ
の
期
待
や
希

望
を
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

◇
◆
安
全
管
理
に
保
健
委
員
の
生
徒
が
参
画
！
◆
◇ 

令
和
四
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
３
次 

学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」
に
は
、
生
徒 

等
が
参
加
す
る
安
全
点
検
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て 

い
ま
す
。
保
健
委
員
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
学
校 

の
危
険
個
所
を
点
検
し
て
掲
示
物
を
作
成
し 

て
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

【保健委員作成の掲示物】 

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 曜

卒
業
式
予
行

専
門
委
員
会
・
中
央
委
員
会

球
技
大
会
（

三
年
）

E
S
A
T
・
J
（

一
年
・
二
年
）

特
別
支
援
教
室
面
談
（
～

1
1
日
）

卒
業
式
練
習
開
始

都
立
後
期
入
試

避
難
訓
練

S
D
G
ｓ
講
演
会
（

一
年
）

校
外
学
習
（

三
年
）

都
立
後
期
願
書
受
付

普
通
救
命
講
習
（

三
年
）

安
全
指
導

T
G
G
（

一
年
）

生
徒
会
朝
礼

英
語
E
n
j
o
y
　
W
e
e
k
（
～

八
日
）

都
立
二
次
後
期
出
願

土
曜
授
業
日

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（

全
学
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
授
業
（

一
年
）

学
習
発
表
会
（

三
年
）

P
T
A
運
営
委
員
会

都
立
一
次
前
期
発
表

五
十
周
年
式
典
実
行
委
員
会

行
　
事
　
等

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

学
校
閉
庁
日

春
季
休
業
開
始

修
了
式
・
離
任
式

大
掃
除

一
年
・
二
年
保
護
者
会

春
分
の
日

卒
業
式

生
徒
会
朝
礼

給
食
終
了
（

一
年
・
二
年
）

給
食
終
了
（

三
年
）

都
立
後
期
発
表


